
「春日部市大落古利根川かわまちづくり」（埼玉県春日部市）
か す か べ し

１．概要
江戸時代に日光街道第四の宿場である粕壁宿として栄えた春日部市は、大落古利根川が河川交通の要衝となり人

や物が行き交うことで発展を遂げてきました。また、現在の大落古利根川は、中心市街地にありながら、野鳥や桜並木
等の動植物が生息する水と緑の豊かな空間として、貴重な地域資源となっています。

春日部市の都市計画マスタープランでは、まちづくりの方針として大落古利根川を「水の軸」と定義し、市民が水辺と
ふれあうことができるよう、親水空間の整備を図るとしており、これまでも埼玉県と連携し、広場として活用できる親水護
岸などの整備を進めてきました。

この取り組みを充実させるため、本計画では、市がハード整備として水道、電気等の整備を実施します。また、ソフト
施策としては、春日部市商工会議所や地元住民等と連携し、既存のイベントに加えて新たなイベントを実施していくこと
で地域の魅力の向上、観光振興の促進を図ります。

埼玉県では、この取組に対し、必要な河川管理施設の整備を実施していきます。
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対象河川 ： 一級河川利根川水系大落古利根川【県管理河川】

市町村名 ： 埼玉県春日部市

推進主体 ： 春日部市
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※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を変更する場合があります。

２．ハード施策の内容
埼玉県 ： 管理用通路（スロープ）、親水護岸等 春日部市 ： 給水設備、電気設備、掲示板等

３．ソフト施策の内容
埼玉県 ： 都市・地域再生等利用区域の指定等（平成26年5月23日指定済み）

春日部市 ： 整備した施設の利用促進等
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